
この度は、ハモンドアンサンブルキーボードハモンドJr.をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。本製品を末永く、そして安全にご使用いただくため

この取扱説明書をよくお読みください。お読みになった取扱説明書は

なくさないように大切に保管してください。

使用上のご注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ご使用の前に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 箱の中身を確認しましょう
　 仕様
各部の名称とはたらき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オルガンの音を出してみましょう・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 「ドローバーオルガン」の音を出してみましょう
　 「ドローバーオルガン」以外の音を出してみましょう
　 「レスリーきのう」・「スロー/ファースト」について
アンサンブルをしてみましょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　 音色グループを生かしたアンサンブル
　 各音色と音域について
　 各音色を生かしたアンサンブル
「こうかおん」を使ってみましょう・・・・・・・・・・・・・・・・・

P1
P2

P3
P5

P7

P10

ハモンドアンサンブルキーボード

ハモンドJr.
取扱説明書

も く じ



ご使用の前に

ハモンドJr.本体

ACアダプタ
（AD1-1010）
本体背面の「電源入力」に接続
した後、家庭用コンセントに
差し込み、本体の電源スイッ
チを「ON」にすると本体の電
源は入り、使用できる状態に
なります。

取扱説明書及び小冊子
（アンサンブルチャレンジャー）

ドローバー音色テンプレート（4種）
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アンサンブル 
チャレンジャー 

鍵盤………………
音色数……………
音源………………
効果………………
コントロール……

外部端子…………

出力………………
スピーカー………
電源電圧…………
寸法………………
重量………………
付属品……………

37鍵（標準鍵盤）
22音色　効果音143種類
PCM　VASEIII 音源
リバーブ　ビブラート　
オクターブシフト（上下1オクターブ）　調律（438～442Hz）
エクスプレッション（外付けペダル別売）
外部入力　外部出力（モノラル2系統）　ヘッドホン出力　レスリー出力
エクスプレッションペダル入力　電源入力
3W×2
12cm×2
DC10-12V（ACアダプタ）
幅60×奥行35×高さ14cm
5.3kg
ACアダプタ　譜面立　ドローバー音色テンプレート（4種）　小冊子　（アンサンブルチャレンジャー）
効果音名シート

使用上の注意

警　告　この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う危険性が想定されます。

改造・分解は危険です
改造や分解はしないでください。故障の
原因となるだけでなく、感電の恐れがあ
りたいへん危険です。

付属のACアダプタ以外は使用
しないでください
付属のACアダプタ（AD1-1010）以外
は、絶対に使用しないでください。故障
の原因となるだけでなく、感電・発熱・
火災の恐れがありたいへん危険です。

異常を感じたら電源を切ってく
ださい
万一異臭や発熱などの異常を感じたとき
は、電源を切り、ACアダプタをコンセ
ントから抜いて、お買い上げ販売店、ス
ズキ各営業所または、お客様ご相談窓口
にご連絡ください。

濡れた手で触れないでください
濡れた手でACアダプタ・コードおよび
本体に触れないでください。故障の原因
となるだけでなく、感電の恐れがありた
いへん危険です。

湿気は大敵です
風呂場など水分や湿気の多い場所では、
絶対に使用・保管しないでください。故
障の原因となるだけでなく、感電の恐れ
がありたいへん危険です。

異物が入ったときは電源を
切ってください。
本製品に異物や液体を入れないでくださ
い。故障の原因となるだけでなく、感電
の恐れがありたいへん危険です。異物が
入ったときは電源を切り、ACアダプタ
を抜いてください。

ホコリっぽい場所は避けてください
ホコリの多いところでの使用・保管は避
けてください。故障や発火などの原因に
なることがあります。

コードは引っ張らないでください
AC アダプタのコードの上に物を置いた
り、引っ張ったりしないでください。感電
の恐れがありたいへん危険です。

この表示内容を無視した取り扱いをすると傷害を負う可能性または物的障害が発生す
る可能性が想定されます。

熱くなる場所を避けてください
自動車の中や暖房器具のすぐ近くなど、
極端に熱くなるところでの使用・保管は
避けてください。変形・故障の原因にな
ることがあります。

衝撃を与えないでください
本製品をぶつけたり、落したりしないで
ください。製品に傷をつけるだけでな
く、故障の原因になります。

不安定な場所に置かないでくだ
さい
楽器を不安定な場所に置かないでくださ
い。落下をして思わぬけがをする危険が
あります。

使わないときは電源を切ってく
ださい
ご使用の後は電源スイッチを切り、AC
アダプタを抜いてください。

磁気を使用している製品の近く
は避けて
本製品に搭載されているスピーカーは防
磁型ではありませんので、テレビ、カ
セットテープ、フロッピーディスクな
ど、磁気を使用している製品の近くでお
使いにならないでください。

お手入れはやわらかい布で
お手入れはやわらかい布でカラ拭きして
ください。アルコール・シンナー・ベン
ジン等は製品を痛めますので絶対に使用
しないでください。

注　意
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本製品の取り扱いに関し
ては本書（取扱説明書）
を、ドローバーに関して
の詳細は小冊子「アンサ
ンブルチャレンジャー」
をご覧ください。

図A

差し込む 

ドローバーを使った音色づくり
（レジストレーション）用のテンプ
レートです。
「フルート系」・「ダイアパーソン
系」・「ストリングス系」・「リード
系」の4種類があります。
※小冊子「アンサンブルチャレン
ジャー」に詳しい説明があります。

譜面立
ハモンドJr. の本体トップ
パネル上部の穴に差し込ん
で使用します。（図A）

箱の中身を確認しましょう

仕　様

ACアダプタは必ずAC100Vの
電源でご使用ください。

効果音名シート（4種）
効果音と鍵盤の対応する位置を示
したテンプレートです。
それぞれ「にほんのおと」・「せい
ぶつ」・「せいかつ」・「フレーズ」の
4種類があります。

ハモンドJr専用スタンドHEK-STをご使用の際は、スタ
ンド下部のアジャスターで、がたつきを調節できます。



【リアパネル】

⑧リバーブ調節つまみ
音の臨場感を出したいときに使います。

⑨ビブラート調節つまみ
各音色のビブラートの加減を調節します。
※ピアノ・シンセストリングス・チェンバロ
ドローバーオルガン・パイプオルガン・ブラ
ス・ホルン・こと・しゃみせん・アコーディ
オン・コーラスは変化しません。

⑩調律つまみ
基本周波数を変えることができます。
中央でA=440Hzです。

⑪オクターブ切替スイッチ
初期設定の音域（0）よりも1オクターブ低い
音（-1）から1オクターブ高い音（+1）まで
出すことができます。通常はストッパーがか
かっているため、スイッチは動きません。

⑫ストッパー
ストッパーの右側にあるつまみをゆるめると
オクターブ切替スイッチが使用できるように
なります。

⑭出力1・出力2
外部アンプ等と接続するときに使用します。
出力1・出力2ともモノラル、ラインレベル
です。

⑮ヘッドホン
ヘッドホンを接続します。 モニタースピー
カー（①）からは音が出なくなります。

⑱外部入力
ハモンドJr.をアンプとして使うときに、他
の楽器等を接続します。（モノラルラインレ
ベル入力）
※外部入力の音は、「出力1・出力2・レスリー
スピーカー」には出力されません。

⑰エクスプレッションペダル入力
別売のエクスプレッションペダル（V-20R）
を接続します。エクスプレッションペダルを
使用することにより音量を足でコントロール
することができます。

⑯レスリー8PIN
別売のレスリースピーカー（2101P等）を接
続します。

各部の名称とはたらき

【トップパネル】

①（モニター）スピーカー
ここから音が聞こえます。

②音色選択スイッチ
音色を選択するスイッチです。

③効果音スイッチ
効果音を選択するスイッチです。

④音量つまみ
全体（モニタースピーカー・ヘッドホン出力・
外部出力）の音量を調節します。

⑤鍵盤
電源スイッチを入れて鍵盤を押さえると音が
鳴ります。電源投入時は「バイオリン1」の
音色に設定されています。

⑥ドローバー
「ドローバーオルガン」の音を調節します。
音色スイッチで「ドローバーオルガン」を選
択したときのみ有効になります。
※小冊子「アンサンブルチャレンジャー」に
　詳しい説明があります。

⑦電源スイッチ
スイッチを入れると電源が入ります。
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⑬電源入力
付属のACアダプター（AD1-1010）を接続し
ます。 ACアダプターのコードは図のように
フックに通して、コンセントへ差し込みご使
用ください。

ACアダプター 
（AD1-1010） 

アンプスピーカー 
（SPA-40等） 

ヘッドホン 

レスリースピーカー 
（2101P等） 

他の楽器 
（ハモンドJr.等） 

エクスプレッション 
ペダル（V-20R） 

アンプスピーカー 
（SPA-40等） 

　　注　意

各機器との接続は、それぞれの電源を切った状態で
おこなってください。電源が入っていると大きな雑
音が出たり、機器に損傷を与えることがあります。



オルガンの音を出してみましょう

付属の「ACアダプター」をリアパネルの「電
源入力」に接続して、家庭用コンセントに差
し込み、「電源スイッチ」を入れます。 電源を
入れたときは「げんがっき『バイオリン1』」
の音色になっています。「音量つまみ」を中ほ
どに上げておきましょう。
※音が出るようになるまで数秒かかります。

①

「音色選択スイッチ」の「オルガン『ドロー
バーオルガン』」を押しましょう。赤いランプ
がつきます。

②

　

「ドローバー」を好きな形に引き出して、鍵盤
を弾いてみましょう。

「ドローバー」をちがう形にして、もう一度鍵
盤を弾いてみましょう。音が変わります。

③
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ドローバーについて詳しくは、小冊子「アン
サンブルチャレンジャー」をご覧ください。

ACアダプタ 
AD1-1010「電源入力」へ 

「バイオリン1」 
　が点灯 

音が変わるよ 

例）ドローバーを右上がりに 

例）ドローバーを右下がりに 

音が変わるよ 
例）ダイアパーソンのテンプレート 

付属の「ドローバー音色テンプレート」を
使ってみましょう。④

A. フルート系　
B. ダイアパーソン系　
C. ストリングス系　
D. リード系

ストリング 

フルート 

リード 

ダイアパーソン 
ダイア

パーソ
ン 

A 

B 

C 

D

付属の「ACアダプター」をリアパネルの「電源入力」に接続して、家庭用コンセントに差し込み、「電源ス
イッチ」を入れます。 電源を入れたときは「バイオリン1」の音色になっています。音量つまみを中ほどに
上げておきましょう。
※音が出るようになるまで数秒かかります。

①

好きな「音色選択スイッチ」を押しましょう。
赤いランプがつきます。

鍵盤を弾いてみましょう。2で選択した音色
で音が鳴ります。③

ドローバーは、「音色選択スイッチ」で「ド
ローバーオルガン」を選択したときのみ有効
になります。他の音色を選択しているときに
は、「ドローバー」を引き出しても、音は変
化しません。

「レスリーきのう」・「スロー/ファースト」スイッ
チは、「ドローバーオルガン」スイッチを押した
時に有効になります。

■　レスリーきのう
スイッチを押すと、レスリー機能（音にうねりを
与える機能）が使えるようになります。

■　スロー/ファースト
「レスリーきのう」のスピードを切り替えます。
ランプがついているとファースト、消えていると
スローです。

別売のレスリースピーカー（レスリー2101P等）
とエクスプレッションペダル（V-20R）を接続す
ると、ドローバーオルガンの演奏をより楽しむこ
とができます。

ピッコロの音 

V-20R

レスリー2101P等 

ハモンドJr.のリアパネル 

「レスリー8ピン」へ 「エクスプレッション 
　ペダル入力」へ 

音は 
変化しないよ 

②

「ドローバーオルガン」の音を出してみましょう 「ドローバーオルガン」以外の音を出してみましょう

「レスリーきのう」・「スロー/ファースト」について

※レスリースピーカーに接続した場合
●本体のスピーカーから出る音にはレスリー効果はつき
　ません。
●本体の出力1・出力2からはドローバーの音は出力さ
　れません。



アンサンブルをしてみましょう

ハモンドJr.の音色は、楽器の種類ごとにグループに分かれています。同じグループ内の音色でのアン
サンブルは、音色同士が溶け合うキレイな響きになります。
ここでは、ハモンドJr.を4台用意し、「げんがっき」の音色グループを例にして、説明してみましょ
う。

まずは1台目に「シンセストリングス」の音色を設定します。音色選択スイッチの「シンセストリングス」を押
すと赤いランプがつきます。鍵盤を弾くと「シンセストリングス」の音が鳴ります。①
同様に、残りの2台にそれぞれ「チェロ」・「バイオリン2」の音色を設定します。最後の1台は、電源スイッチ
を入れるだけです。（バイオリン1の音色に設定されているので）②

4台にそれぞれの音色が設定されたらアンサンブルしてみま
しょう。弦楽器の美しい響きになります。ここでは「げんがっ
き」の音色グループでのアンサンブルをご紹介しましたが、
「わがっき」・「もっかんがっき」・「きんかんがっき」の、どの
音色グループでアンサンブルしても美しい響きになります。

「アンサンブル」は、他の音色をサポートするような音色グ
ループです。

③
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ハモンドJr.の各音色は、その特長を最大限に引き出すため、音色別にもっとも適した音域になってい
ます。
下は、各音色の音域表です。

ピッコロなど高音の楽器は高い音域に、チェロなどの低音の楽器は、低い音域に設定されているのが分かります。
これらの音色・音域をいかしたアンサンブルをしてみましょう。（P9）

音色グループを生かしたアンサンブル 各音色と音域について

1台目 … シンセストリングス 2台目 … チェロ 

3台目 … バイオリン2 4台目 … バイオリン1

バスマスターEB-3000を 
アンサンブルに加え、 

低音パートを受け持たせると 
いっそう演奏が引き立ちます。 

    ワンポイント！　 

こと 
しゃみせん 

しゃくはち 
しのぶえ 

オーボエ 
クラリネット 

フルート 
ピッコロ 

アコーディオン 

ピアノ 

コーラス 
チェンバロ 

パイプオルガン 

シンセストリングス 

チェロ 

バイオリン1・2

ブラス 

トロンボーン 

ホルン 
トランペット 

わがっき もっかんがっき アンサンブル 

オルガン きんかんがっき げんがっき 

※

※この表はオクターブ切替スイッチ（P4⑪）が「0」のときのものです。
　オクターブを切り替えることによって、これより1オクターブ上がり（又は下がり）ます。



「こうかおん」を使ってみましょう
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ハモンドJr. は 143 種類の効果音を出すことができま
す。劇の効果音や歌の合いの手などに使ってみましょう。
「こうかおん」は「にほんのおと」・「せいぶつ」・「せいか
つ」・「フレーズ」の4グループに分かれていて、スイッ
チを押すと、鍵盤一つ一つに割り当てられた効果音が鳴
ります。
下図は、グループごとに各鍵盤を押すと鳴る効果音の一
覧です。
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ー
キ 

エ
ン
ジ
ン 

掃
除
機 

  

学
校
の
チ
ャ
イ
ム 

  

ガ
ス
コ
ン
ロ 

    

時
報 

  

電
話
（
ベ
ル
） 

    

救
急
車 

  

漁
船 

  

ロ
ケ
ッ
ト 

    

踏
み
切
り 

  

電
車
の
ド
ア 

    

機
関
車 

  

バ
イ
ク 

  

ト
ラ
ッ
ク 

    

ウ
ィ
ン
カ
ー 

  

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン 

ド
ク
（
心
臓
） 

パ
リ
ー
ン
（
皿
） 

ボ
ム
（
パ
ン
チ
） 

パ
シ
ー
ン 

カ
ー
ン 

ベ
チ
ャ 

ブ
ン 

カ
キ
ー
ン 

ガ
ー
ン 

ド
ッ
カ
ー
ン 

キ
ラ
キ
ラ 

ボ
ヨ
ョ
ン 

コ
ケ
ッ 

ブ
ー 

ピ
ン
ポ
ー
ン 

ハ
ッ
ピ
ー 

デ
ン
ジ
ャ
ー 

ミ
ス
テ
リ
ー 

ホ
ラ
ー 

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ 

礼 起
立
・
着
席 

 

チ
ュ
リ
ン 

  

井
戸 

  

バ
シ
ッ 

    

ダ
ウ
ン 

  

ア
ッ
プ 

    

ト
イ
レ 

  

ペ
タ
ン 

  

ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー 

    

場
面
転
換
（2） 

  

場
面
転
換
（1） 

    

ク
エ
ス
チ
ョ
ン 

  

メ
モ
リ
ー 

  

ロ
ン
リ
ー 

    

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

  

オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

ハモンドJr.を4台用意して、それぞれにバイオリン1、ホルン、チェンバロ、チェロの音色を設
定します。みんなでアンサンブルをしてみましょう。

バイオリン1 ホルン チェンバロ 
 

チェロ 
 

1台目 2台目 3台目 4台目 

各音色を生かしたアンサンブル

※強弱の表現には、エクスプレッションペダル（無い場合は音量つまみ）を使います。


